
　沢田内科医院の建物も開院して27年がたちまし

た。現在、老朽化しているところの修繕工事を行っ

ています。修繕は継承してすぐに行う予定でしたが

コロナのせいで後回しになっていました。具体的に

は①X線透視装置を新しいものに入れ替え、②照明を

すべてLEDに（白熱灯が手に入らなくなりまし

た）、③冷房を新たに設置（旧来の室外機の騒音問

題対策）、④壁紙の張り替えを行っています。X線透

視装置の更新のために、胃カメラ、腹部エコーの連

携しているシステムも使えなかったため11月19日か

ら24日まで診療制限を行いました。今後は⑤待合室

の椅子の修繕、⑥マイナンバーカードのオンライン

資格確認用機器の設

置、⑦医療事務用パ

ソコンの更新があり

ます。第７波が去っ

たあと少し患者さん

が減るのではないか

と予想し、この時期

に設定したのですが

結局第８波が到来し

バタバタしている中

での実施となりまし

た。２階の病室や廊

下の印象もだいぶ変

わりました。待合室

　８月ほどのスピードではありませんが、じわじわ

と感染の波がきています。11月になってから１日に

20～40人の患者さんが発熱外来を受診されていま

す。

　感染の波は澤田家にも保育園の息子を介してやっ

てきて11月10日には院長直也が、11日には前院長美

彦も陽性となりました。他看護師２名も陽性となっ
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などLEDライトに交換したところは以前よりも明るくなっているので変化が

すぐにわかると思います。この建物には私が引退するまで（あと30年位？）

は崩れないようにがんばってもらいたいと思います。

てしまい、予約していた検査

は延期せざるをえませんでし

た。しかしワクチンや発熱外

来を中止するわけにもいかな

かったため、大学病院の消化

器血液内科に依頼し代診の医

師を派遣してもらうことになりました。12日は飯野

勢先生、14日は宮代楓先生、15日は笹田貴史先生に

きていただき、なんとか休診することなく診療を継

続できました。医師２名、看護師長をコロナで欠い

ても診療体制を維持した職員たち

の頑張りにはとても助けられまし

た。現在はみんな回復し職場復帰

しています。

　今のところできる対策としては

ワクチンしかありません。２価ワ

クチンによる４回目、５回目接種

が進められています。ワクチン接

種の間隔が５か月から３か月に短

縮されたため、予約の電話が殺到

しており接種日が決まるまで少し

時間をいただいています。この冬

はインフルエンザワクチンの同時

接種も可能です。できることは

しっかりやった上で冬の大波に対

応していきたいと思います。

第8波のはじまり（澤田直也）

修繕工事を行っています。
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などLEDライトに交換したところは以前よりも明るくなっているので変化が

すぐにわかると思います。この建物には私が引退するまで（あと30年位？）

は崩れないようにがんばってもらいたいと思います。

限り痛くしな

いようにして

い る そ う で

す。実際、毎

年受けている

患者さんはあ

まり苦しそう

にはしていま

せんでした。

地域での役割を担うために自分の技術を磨いている

ということです。私も、日々の勉学が地域の利益に

なっていくと信じて、それをモチベーションに今後

も鍛錬を積みたいと思いました。

　実は、８月はまさに弘前市内に新型コロナ感染症

が蔓延していた時期でした。沢田内科医院ではその

影響をダイレクトに受け、発熱外来に患者さんが殺

到していたため、通常診療を制限する事態でした。

そのような中で研修を受け入れていただき感謝しか

ありません。難しいのは、発熱している人の中にコ

ロナが原因ではない患者さんが少なからず混ざって

いることでした。短い診察時間で、今後精査を積極

的にすべきか判断しなければなりません。症状や背

景から、重症化が懸念される患者さんを見極めてい

ました。私は感染症外来で直接診察を行ってはいま

せんが、自分だったらどのように対応す

るか考えながら、検体を採取するお手伝

いをさせていただきました。本来の通常

診療が制限されてしまっていたのは非常

に残念でしたが、代わりに貴重な経験を

させていただくことができました。

　１ヶ月間、ご多忙の中ご指導していた

だいた澤田直也先生、澤田美彦先生、非

常に親切にしていただいた看護師の

方々、技師さん、事務の方々、本当にあ

りがとうございました。毎日ご多忙で

あったと思いますが、皆さんの明るい雰

囲気の中でリラックスした気持ちで研修

できました。ピロリ菌の検査をしても

らって陽性だったことですし、将来痛く

ない胃カメラをしてもらいに通いたいと

思います。本当にお世話になりました。

　黒石病院の研修医２年目の工藤葵です。この度、

８月１日から８月31日まで沢田内科医院で研修させ

ていただきました。非常に有意義であり、おそらく

普段とは全く異なるであろう診療を経験させていた

だけた研修となりました。

　朝病棟回診から始まって、午前の外来は14時前後

までかかり、午後は19時頃まで行っていました。外

来の間に内視鏡検査もします。即ち非常に多忙で

す。先生方やスタッフの方々は非常にご多忙であっ

たと思いますが、研修させていただいていた身とし

ては、多くの患者さんを診ることができ、多くの症

例を学ぶことができたため、忙しいに越したことは

ありませんでした。患者さんから得られる限られた

情報から、診療科を問わずに多くの鑑別疾患を挙げ

ることが必要でした。つい内科疾患ばかり考えがち

だったので、視野を広げる練習になりました。

　沢田内科医院のような開業医の役割について、先

生方が様々なことをお話ししてくださいました。そ

の中で感銘を受けたものがあります。毎日何人か、

検診で胃カメラや大腸カメラを受けに来る患者さん

がいらっしゃいます。そういった患者さんに毎年受

けてもらうことが大事で、それが開業医の役割であ

るとおっしゃっていました。だからカメラは出来る

黒石病院研修医　工藤葵 先生
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　９月の１ヶ月間、沢田内科医院でお世話になりま

した、松橋周一です。今年度より合併し、国立弘前

病院あらため弘前総合医療センターの２年目研修医

です。総合病院では経験できないことはもちろん、

なんでもやるがモットーの澤田先生達のもとだから

学べたこともあり、充実した毎日を過ごさせていた

だきました。これからも沢田内科での学びを活か

し、励んでいきます。

　さて「自由に書いて良いよ」と言われたので、こ

こからは本当に自由に書くことにします。私が自己

紹介をする際に、よくする話です。

　私はキュ

ウリを食べ

ません。そ

れはアレル

ギーでもな

ければ、好

き嫌いでも

あ り ま せ

ん 。 大 昔

に、河童と

約束したか

らです。

　昔、八戸

の新井田川

（八戸市民

病院の横を流れる川です）では溺れる人や家畜が沢

山いて、村の人達は大変困っていました。それはど

うもそこに住む河童の仕業のようで、当時の村の顔

役だった私の先祖は、その理由を直接尋ねに行きま

した。すると河童は「自分達の好物のキュウリが、

人間に全て食べられてしまうからだ」と答えまし

た。そのため先祖は「では私の家はこれからキュウ

リを食べないことにする。その代わり、もうこうい

うことはしないでくれよ」と約束しました。こうし

て私の家は、代々キュウリを食べないことを今も続

けています。家の食事でキュウリが出たことはあり

ませんし、外食で注文する時は抜いてもらいます

し、（申し訳ないとは思いつつも）入っていたとき

は残しています。私の数少ない自慢は、好き嫌いが

ないことなのですが、そういう理由で、キュウリだ

けは食べません。沢田内科の昼食でも、キュウリが

出る日は毎食抜いてもらっていました。

　さて、河童の話といえば、民俗学者の柳田國男が

まとめ上げた”遠野物語”が挙がるのではないで

しょうか。遠野には河童に限らず様々な伝承が残っ

ていて、大変有名で羨ましい限りです。では遠野だ

けが特別お伽噺に富んでいたのでしょうか？ 私はそ

うは思いません。柳田國男がまとめ上げたからこ

そ 、 今 尚

残っている

のだと思い

ます。河童

との約束の

ような些細

な話が、昔

はそこかし

こに溢れ、

長い間語り

継がれてい

たことが山

ほどあった

はずです。

けれどその

殆どが、残

されること

なく、絶えてしまいました。途絶えてしまったであ

ろう伝承の多さを考えると、本当に、本当にもった

いないと感じます。現代は今まさに伝承が途絶えて

いっている時代だと思います。もし地域のお話をご

存知なら、何かしらの形で残してみませんか。私は

このような文章を書く機会が頂けて、とても幸せで

す。

　全く医療に関係ない話をつらつらと続けさせてい

ただきました。なんかキュウリ食べないっていう変

なヤツがいたな、と頭の片隅にでも残ったのなら幸

いです。

弘前総合医療センター研修医　松橋周一 先生

西目屋小の子どもたちがジュンク堂へ（澤田美彦）

陸奥新報に西目屋小学校の５年生と６年生の子ども

たちがジュンク堂へ行って本を選んでいる記事が掲

載されました。低学年は平積みされている本が多い

ということで、日を改めてヒロロのツタヤへ行くこ

とになっています。

私の故郷、西目屋村の子どもたちに本を読むチャン

スを与え、その中で自分の将来を考えてもらおうと

読書活動を行っています。とはいうものの、ふるさと納税の

制度を使って資金援助をするだけですが。この活動に対して

西目屋小学校は平成30年に文部科学大臣賞をいただきまし

た。また、それまで進学したことがない大学に西目屋村の子

どもたちが進学しています。これも多分、読書活動の成果の

ひとつだと勝手に解釈しています。

私は読書活動を始める時に学校の先生方に３つのことをお願

いしました。まず、読書感想文を書かせないこと。本を手に

取ってみることが目的です。その中で興味があることを読ん

でもらいたい

ので強制して

はかえって本

が嫌いになっ

て し ま い ま

す。２つ目は

先生方へのお

願いです。よ

く学校では読

書の時間を設

けています。

この時に、先

生方は自分の

仕事をしない

で子どもたち

と一緒に本を

読んで欲しい

ということで

す 。 ３ つ 目

は、本を図書室において番号をつけて管理しないで欲しいと

いうことです。とにかく面倒な手続きをしないで、子どもた

ちに自由に本を手に取ってもらいたいからです。

さすがに、学校としては３つ目のことは受け入れられないと

のことでした。でも、学校に行ってみると、本は図書室だけ

でなく教室にも廊下にもイベントホールにも置いてあります

ので、私の気持ちが通じたのだと思っています。

３歳、４歳の孫の行動を見ていると面白いことが分かりま

す。私から見ると全く面白くない場面なのですが、子どもた

ちはそのテレビの画面にくぎ付けにされていることがありま

す。この番組を作った人は、子どもがどんなことに興味を示

すのかがよく分かっているのでこのような番組を作ることが

できるのでしょう。

西目屋小学校では図書を充実させるためにたくさんの新しい

本を買いました。当然のことですが、これらの本は大人が選

んで子どもたちに与えています。学校の先

生ですから子どもたちのことはよく知って

いて、それを前提に子どもたちのためにな

る本を選んでいることは間違いありませ

ん。

でも、孫たちの行動を見ていると、先生た

ちが選んだ本がある図書室ではなく、本屋

で子どもたちに実際に本を見て選ばせると

どんな本を選ぶのだろうかと思うようにな

りました。そ

こで、西目屋

村教育委員会

に対して、子

どもたちの目

から見て欲し

い本を選ぶこ

とを提案しま

した。具体的

には、子ども

たちを弘前の

本屋に連れて

来て、売って

いる本棚の本

を手に取って

みて欲しいと

思 っ た 本 を

買ってもらう

ということで

す。これには

庭田校長先生

も賛成してく

れ実現するこ

とになりまし

た。これが陸

奥新報の記事

になった次第

です。

西目屋小学校

の 子 ど も た

ちはバスでジュンク堂へ行ったようです。

どのような本を子どもたちが選んで買った

のか、まだ実際には見ていません。これが

繰り返されると子どもたちが作った子ども

たちの図書室が出来上がるのではないかと

思っています。楽しみです。
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